
2 2  2 2

2 2 2 2

4 2 2

4 2 3

4 4 ★

4 4 ★

2 2  2

3 4 ★

3  4 ★

2 2 2

3 4 ★

2 2  2

2

2

3 1 1 2 3

4 4

3 4 ★

2 2

2 2

2 2 ★

2 2 ★

2 1 1 2

2 　

4

2 2

4

2 2 2 2

4 4 ★

2

4

7～8 2 3 2 7 3 3 3 3 2 2 8

2 2 2 2

2 2 ■ 2 2 ■ 2 ★

2 2 ★

2 2 ■ 2 2 ■ 2 ★

2 2 ★

3 1 1 2 3

4 4

4 4 ★

2 2

2 2

2 2

2 2 ★

2 1 　 1

4 2 2

2 2 ★

2 2

2

2 2 ★

商
業 2 2 ★ 2

14
★から14単
位選択

8 12 7 27 27 27 27 27 81

2 1  1 2

6～10 8 2 2 12

3 3  6

 4 6 10

3～6 1 1 4 6

5～9  5 2 7

1   1 1

6  1 7

 2 4 6

1 1 2

1 2 3

21 18 23 62 62 0 0 0

29 30 30 89 89 27 27 27

1 1 1 1 3 3 1 1 1 3

1 1 1 1 3 3 1 1 1 3

1 1 1 3

31 32 32 95 95 30 30 30 90

　教育課程編成上の留意点

芸
術

公
民

理
　
科

日本史探究

国
　
語

3

現代の国語

世界史探究

保
健

体
育

数
　
学

地
理
歴
史

地学

物理基礎

5 4

言語文化

科　　　目
標準
単位数

1
単位
数

4

倫理

歴史総合

地理探究

政治・経済

数学Ⅰ

数学Ｂ

数学Ｃ

数学Ⅱ

数学Ⅲ

数学Ａ 2

国語表現

2

体育

保 健 理 療 科

（予定１学級）

普 通 科 （知的障害を伴わない生徒の教育課程）

（予定１学級）

保健理療科に
関する備考

1

1年次選
択に関
する備
考

4

2

2
単位
数

単位
数

4

2
2年次選択に関
する備考

3 単位数

2

3年次選択に
関する備考

4～

13～

4

１１～

6

　自　　立　　活　　動

情報Ⅱ

論理・表現Ⅱ

「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
Ⅰ」は「ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ」を含む

2

2～

2～

2

「保健」2単位は「医療と

社会」で1単位、「疾病の

成り立ちと予防」で1単位

を代替

6～

「科学と人間生
活」1単位は「人
体の構造と機
能」で代替

・普通科は習熟度や、日常生活に必要な習慣・態度を養うことを重点に、かつ障害の程度、能力、適性に応じた職業に関する基礎的な技術を習得することを考慮
　して編成した。

合
わ
せ
た

指
導

日常生活の指導

生活単元学習

作業学習

・特別支援学校高等部学習指導要領に準拠し、基礎的な知識・技能を習得させることができるよう考慮して編成した。

・保健理療科は、あん摩・マッサージ・指圧師に係る学校養成施設認定規則（改定）を考慮して編成した。

・保健理療科科目の単位数については、あん摩・マッサージ・指圧師及びはり師きゅう師に係る学校養成施設認定規則に規定する時間数を３５で除した ものを
  単位数として換算し、それを下回らないよう編成した。

　総合的な探究の時間

「総合的な探究
の時間」は「課
題研究」で代替

　始業・終業時刻等 　始　業　　８　時　４０　分 　終　業　１５　時　１５　分（１６時１５分）

・保健理療科は、週1回7校時を編成する。

　週当たり授業時数

3年生芸術は1
年生で選択し
た音楽Ⅰまた
は美術Ⅰは選
択できない。
音楽Ⅱ、美術
Ⅱは、音楽
Ⅰ、美術Ⅰを
履修した生徒
だけが選択可

能
美術Ⅱ

2

芸術は
■から
１科目
選択

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅢ

論理・表現Ⅰ 5

保健理療基礎実習

保健理療臨床実習

1

音楽Ⅰ

家庭応用

2

論理・表現Ⅲ

総合英語

物理

化学基礎

化学 3

情報Ⅰ

生物基礎

生物

地学基礎

美術Ⅰ

科学と人間生活

音楽Ⅱ

13～17

2

基礎保健理療

臨床保健理療

情報探究

  ホームルームの週当たり時数

課題研究

２・３年の「自
立活動」は毎日8
時40分～8時50分
に行う

5～12 総合領域

普通教科の小計

生活と疾病

　　専門教科の小計

科目単位数計

保
　
健
　
理
　
療

保健理療情報

医療と社会

6～10

人体の構造と機能

疾病の成り立ちと予防

教
　
　
科
　
　
別
　
　
の
　
　
指
　
　
導

教
　
科

家庭基礎

家庭総合

保健

地理総合

公共

地域保健理療と保健理療経営

家
庭

外
　
国
　
語

数学探究

  県立特別支援学校(視覚障害）教育課程表
　高　等　部　（本　科）

（様式Ⅱ－④）

古典探究

　　　　　　　　　　　　　　　　学科（類型）
　教科・科目等

論理国語

文学国語

兵庫県立視覚特別支援学校

★選択

4～

2

2～

13～5～

計 計

「医療と社会」
は社会保障制度
及び職業倫理を
含む
「基礎保健理
療」はあはき史
を含む
「臨床保健理療
はあマ指の適応
の判断,病態生理
学,生体観察を含
む
「保健理療基礎
実習」は施術所
における臨床実
習前施術実技試
験等を含む

「家庭基礎」1単
位は「疾病の成
り立ちと予防」
で代替
「情報Ⅰ」2単位
は「保健理療情
報」で代替

芸術は■から1科
目選択

2 2～

2～

7

4

情報応用

情
報

2





音 楽 70 70 70 210 70(35) 70(35) 70(35) 210(105)

美 術 (70) (70) (70) (210) (70) (70) (70) (210)

職 業 (140) (140) (140) (420) (140) (140) (140) (420)

35 35 35 105 35 35 35 105

105 105 105 315 140 140 140 420

日常生活の指導 175 175 175 525 350 350 350 1050

生活単元学習 175 175 175 525 140 140 140 420

作業学習 210 210 210 630 210 210 210 630

35 35 35 105 35 35 35 105

1050 1050 1050 3150 1050 1050 1050 3150

備　　考

Ｂ（教科学習を中心）（予定１学級） Ｃ（日常生活の自立を中心）（予定１学級）

（420）

(70) (70) (210)

（35） （105）

②Ｃグループの自立活動の時間は生
徒個人の障害の程度、能力、適性に
応じた編成を行う。

(70) (70) (210)105(105) (70)

35(35) 105(105)

合計時間数

（35）

①Ｂ・Ｃの授業グループは、到達度
別編制とする。Ｂは教科学習を中
心、Ｃは日常生活の自立を中心に編
成する。（　）は合わせた指導の時
間数。

35(35)

105(210)

③B,Cグループは時間数で表示、そ
れ以外は単位数で表示

210(105)

（105）

教
　
　
科
　
　
別
　
　
の
　
　
指
　
　
導

教 科 1 2

理 科

(70)

（35）

数 学 35(35) 35(35)

35(35) 35(35)

（35）（35） （35）

（35） （35） （105）（35）

(70) (210) (70)

105(105)35(35)

（105）

70(35)

家 庭 (70)

35(35) 105(105) （35）

35(35)外 国 語

35(35)

国 語 35（70） 35（70） 35（70）

3 合計時間数 1 2 3

普通科知的障害を伴う生徒の教育課程（重複学級）

35(35)

（35）

（140）

ホームルーム

自立活動

70(35) 70(35) 210(105) 70(35)保健体育 70(35)

社 会

情 報 （105）（35） （35）

総合的な探究の時間

（35）

年間総授業時数計

（140）（140）

（35）

35(35)

70(35)


